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産業界の活力で新相模原を創出
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平成25年度
相模原市政に
関する
要望書提出
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Ⓐ �相模原産の米粉でベーグルと食パンを製造販売
「べーぐるしょっぷ 米来（べえぐる）」� 12ｐ

Ⓑ �欧米雑貨の輸入・販売＆自社ブランド商品の開発
「㈱マキノトレーディング」� 13ｐ
Ⓒ �工業部会ＧＥＴプロジェクト事業� �
「スーパーコンピュータ『京』講演会開催」� 7ｐ
Ⓓ �相模原市青年工業経営研究会� �
フィリピン視察研修を実施� 14ｐ

Ⓔ �平成25年度相模原市政に関する要望書を�
加山市長（中央左）へ提出（中央右、河本会頭）
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Ⓕ �近未来技術研究会タイ視察例会を実施� 14ｐ
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（中央：あいさつする瀬谷俊雄福島商工会議所会頭）
� 4ｐ

Ⓐ

Ⓔ

Ⓖ

Ⓓ

ⒸⒷ

Ⓕ



2

項　　目（相談員） 相談日 内　　　容
経 営
（中小企業診断士） 申込時に調整 経営の諸問題（販売受注促進・経営合理化・IT

活用法等）

創業・経営革新
（中小企業診断士）

木曜日
（第 5週除く）

事業計画の立て方、販路開拓方法等、創業・経営
革新についての相談

経営安定特別相談室
（中小企業診断士等） 申込時に調整 売上不振、取引先倒産等による経営悪化、事業の

見通しがつかない方のための相談指導

法 律
（弁　　護　　士）

金曜日
（第 5週除く） 取引上のトラブル、債権回収、契約違反等

発 明
（発　明　協　会） 第 2木曜日 実用新案、商標登録、特許出願手続き、侵害への

対応等の相談

許 認 可
（行　政　書　士） 隔月第 3金曜日

会社・組合等の設立、建設業の入札参加資格、飲
食業等の許認可、契約書作成の相談

税 務
（税　　理　　士）

木曜日
（第 5週除く）

法人税 ･所得税 ･消費税・相続税・贈与税等の税
務相談、記帳、決算指導

労 務
（社会保険労務士） 第 2火曜日 就業規則の整備、労働契約に関する問題、各種助

成金についての相談等、労務問題全般

Ｍ　　 ＆　　 Ａ
（専任アドバイザー） 申込時に調整 事業継承型M&Aを中心とした相談

※経営者の方の相談に限ります

受 発 注
（産業振興センター） 第 2･4 水曜日 製造業を中心とした新たな受注・発注先企業につ

いての相談、受発注取引の適正化に関する相談

経営や複雑な税務・法律問題など専門的事項に関するご相談には、当
商工会議所の専門相談員（税理士・弁護士・中小企業診断士等）によ
る無料相談をご利用ください。
ご希望の際は、事前に☎（０４2－７5３－８１３5)にてご予約ください。

•• 相談は無料です！専門家への経営相談 ••

インフォメーションもくじ／会議所カレンダー

11月12日㈪～2013年1月10日㈭
★印の行事は今号会報に詳細が掲載されています。【　】内は掲載ページ。

会議所カレンダー
 No.460　2012年11月
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3 インフォメーション
平成25年度相模原市政に関する
要望書提出

4 第9回相模原お店大賞受賞店決定、
役員・議員県外視察会報告

5 相模原市新卒未就職者等人材育成事業案内

6 環境
持続可能な環境共生都市『相模原』をめざして⑧
相模原市トライアル発注認定企業紹介 他

7 建設業部会視察交流会報告、
工業部会GETプロジェクト事業講演会報告、
景気観測調査（平成24年度第2四半期：7月～9月）結果

9 工業部会GETプロジェクト＆金融保険業部会共催海外進出セミ
ナー開催案内、パソコン研修 他

11 会員PRコーナー
工房 SERA ／㈱ライズ

12 トップインタビュー
～相模原産の米粉でベーグルと食パンを製造販売～
べーぐるしょっぷ 米来（べえぐる）　坂元 智香 さん

13 わが社のいち押し
～欧米雑貨の輸入・販売＆自社ブランド商品の開発～
㈱マキノトレーディング

14
15

アクティブ5
近未来研、青年部、青工研、女性会、都産研

16 欠員の１号議員決定、東林間ちょい呑みフェスティバル開催案内、
共済ガイド発行案内 他

18 はやぶさの故郷 潤水都市さがみはらフェスタ2０１2開催案内

11　
月

１2日（月）
平成24年度 部会長会議・懇親会
★【P16】東林間ちょい呑みフェスティバル（～1３日）
１３日（火）
労務相談　時間：１３:００～１6:００　場所：本所
１４日（水）
相模原市公共交通網の整備を促進する会 要望活動
都市産業研究会 11月度役員会・定例会
受発注相談　時間：１３:００～１6:００　場所：本所
１5日（木）
年末事業資金 金融個別相談会
商業部会 11月定例会
税務相談　時間：１３:００～１6:００　場所：本所
創業・経営革新相談　時間：１０:００～１6:００　場所：南支所
１6日（金）
正副会頭会議
優良従業員等表彰式・記念講演会
青年部 全国会長研修会 （～17日）
法律相談　時間：１３:３０～１6:００　場所：本所
１８日（日）
第1３2回日商簿記検定試験
１9日（月）
女性会 40周年記念事業
神奈川県中小企業総決起大会
22日（木）
工業部会 東京ガス・エネルギーソリューション総合展
視察研修会
相模原市青年工業経営研究会 世界に誇る技術視察例会
税務相談　時間：１３:００～１6:００　場所：本所
創業・経営革新相談　時間：１０:００～１6:００　場所：南支所
2３日（金）
第３6回相模原市珠算競技大会
2４日（土）
★【P18】はやぶさの故郷 潤水都市さがみはらフェスタ
2012（～25日）
銀河連邦等物産商談会（～25日）
25日（日）
福祉住環境コーディネーター検定試験
2７日（火）
受発注商談会
神奈川県優良小売店舗表彰式
青年部 10月度をぐり会議
2８日（水）
広域ビジネス交流会（八王子・町田・相模原）
相模原市青年工業経営研究会 海外視察例会第2部
受発注相談　時間：１３:００～１6:００　場所：本所

12　
月

2日（日）
カラーコーディネーター検定試験
３日（月）
★【P9】工業部会・金融保険業部会合同「海外進出セミナー」
４日（火）
首都圏（さいたま・千葉・横浜・川崎・東京・相模原）
商工会議所連携によるビジネス交流会
７日（金）
正副会頭会議・運営委員会合同会議
常議員会・市長副市長と正副会頭懇談会
８日（土）
相模原市青年工業経営研究会 体力推進例会
9日（日）
ビジネス実務法務検定試験
１１日（火）
神奈川県商工会議所女性会連合会 理事会・講演会
１2日（水）
都市産業研究会 12月度役員会・定例会
１6日（日）
環境社会eco検定試験
１７日（月）
日商簿記・販売士・珠算検定試験申込開始
2３日（日）
第1回相模原はやぶさリレーマラソン
2８日（金）
仕事納め

1
月

４日（金）
仕事始め
１０日（木）
正副会頭会議・運営委員会合同会議
新年賀詞交歓会

※ １2月及び １ 月の経営相談日については、お問い合わせ下さい。
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平成25年度相模原市政に関する要望書を提出インフォメーション

●�

小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金（
マ
ル
経
資
金
）

に
対
す
る
利
子
補
給
の
継
続
に
つ
い
て

　

市
で
は
金
融
面
の
支
援
と
し
て
、
マ
ル
経
資
金
利
用

者
へ
の
利
子
補
給
を
講
じ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

平
成
25
年
３
月
に
終
了
し
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
平
成

25
年
３
月
末
に
中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法
の
最
終
延

長
期
限
を
迎
え
、
さ
ら
に
消
費
税
法
の
改
正
が
予
定
さ

れ
ま
す
の
で
、
小
規
模
事
業
者
に
有
効
な
金
融
支
援
策

で
あ
る
マ
ル
経
資
金
の
利
子
補
給
の
継
続
を
図
ら
れ

た
い
。

●�

市
内
企
業
の
優
先
発
注
並
び
に
公
契
約
条
例
の

運
用
等
に
つ
い
て

　

市
契
約
課
は
じ
め
各
担
当
課
の
発
注
案
件
に
つ
い
て
、

市
内
企
業
優
先
発
注
が
浸
透
す
る
と
と
も
に
、
市
の
指

定
管
理
者
や
補
助
金
等
を
受
け
て
い
る
機
関
等
の
案
件

に
つ
き
ま
し
て
も
、
市
内
業
者
が
優
先
さ
れ
る
よ
う
図

ら
れ
た
い
。
な
お
、
公
契
約
条
例
に
つ
い
て
は
、
事
業

者
等
の
意
見
を
聴
取
し
、
よ
り
よ
い
制
度
運
用
に
取
り

組
ま
れ
た
い
。

●�（
仮
称
）相
模
原
市
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
条
例

等
に
つ
い
て

　

同
条
例
で
は
、
国
・
県
の
計
画
書
制
度
に
該
当
し
な

い
中
小
・
小
規
模
事
業
者
に
対
し
、
任
意
の
計
画
書
制

度
を
設
け
、
取
り
組
み
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の

付
与
を
検
討
さ
れ
て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ

り
多
く
の
企
業
が
こ
の
制
度
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
手
続
き
の
簡
素
化
を
図
る
と
と
も
に
、
補
助
・

融
資
等
に
つ
い
て
も
、
手
厚
く
有
効
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
を
付
与
さ
れ
た
い
。

●�

企
業
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
節
電
対
策
へ
の
更
な

る
支
援
に
つ
い
て

　

事
業
者
へ
の
１０
万
円
を
限
度
と
す
る
「
蓄
電
器
等
購

入
助
成
金
」
制
度
を
設
け
て
頂
く
と
と
も
に
、
今
年
度

は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
な
ど
の
照
明
設
備
や
空
調
機
ま
で
対
象
を

拡
大
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
事
業
者
用
太
陽
光

発
電
の
設
置
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

１
０
０
万
円
ま
で
限
度
額
を
引
き
上
げ
る
な
ど
、
制
度

の
拡
充
等
を
図
ら
れ
た
い
。

●�

橋
本
・
相
模
原
地
区
の
広
域
交
流
拠
点
の
整
備

の
推
進
に
つ
い
て

　

橋
本
駅
・
相
模
原
駅
を
中
心
と
し
た
広
域
交
流
拠
点

の
形
成
に
つ
い
て
は
、
当
所
の
リ
ニ
ア
新
相
模
原
駅
周

辺
地
区
「
産
業
振
興
ま
ち
づ
く
り
」
に
関
す
る
提
言
書

を
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
、
今
後
も
産
業
界
の
意
見
な

ど
を
聞
き
な
が
ら
、
整
備
計
画
等
を
策
定
さ
れ
た
い
。

●
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
更
な
る
推
進
に
つ
い
て

　

都
市
の
イ
メ
ー
ジ
や
知
名
度
を
高
め
、
都
市
の
活
性

化
が
図
ら
れ
る
よ
う
な
観
光
や
文
化
の
更
な
る
振
興
な

ど
、
本
市
の
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
に
つ
な
が
る
取
り
組
み

を
、
よ
り
一
層
推
進
さ
れ
た
い
。

●
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
つ
い
て

（
１
）
さ
が
み
縦
貫
道
路
の
整
備
促
進
及
び
ア
ク
セ
ス

道
路
の
早
期
整
備
に
つ
い
て

　

広
域
的
な
交
流
連
携
や
産
業
経
済
活
動
の
弾
み
と
な

る
、
さ
が
み
縦
貫
道
路
の
早
期
整
備
に
つ
い
て
、
国
や

関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け
を
進
め
ら
れ
た
い
。
ま
た
、

相
模
原
愛
川
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
及
び
相
模
原
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
に
つ
い
て
も
、
さ
が

み
縦
貫
道
路
と
一
体
と
な
っ
た
早
期
整
備
を
進
め
ら
れ

た
い
。

（
２
）
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
早
期
着
工
に
つ
い
て

　

２
０
２
７
年
に
開
業
を
目
指
す
東
京
・
名
古
屋
間
の

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
環
境
影
響
評
価
や
、
全
国
新
幹
線
鉄
道

整
備
法
に
基
づ
く
「
工
事
実
施
計
画
」
の
申
請
・
認
可

な
ど
が
着
実
に
進
め
ら
れ
、
早
期
着
工
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
引
き
続
き
関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け
を
進
め
ら
れ

た
い
。

（
３
）
小
田
急
多
摩
線
の
市
内
延
伸
の
早
期
事
業
化
の

実
現
に
つ
い
て

　

早
期
の
事
業
化
に
向
け
て
は
、
関
係
機
関
の
合
意
形

成
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
に
お
い
て
も
、
関
係

す
る
行
政
及
び
鉄
道
事
業
者
等
へ
の
事
業
促
進
に
向
け
、

一
層
の
取
り
組
み
を
進
め
ら
れ
た
い
。
ま
た
、
田
名
、

愛
川
、
厚
木
方
面
へ
の
延
伸
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
広

域
公
共
交
通
網
の
実
現
と
、
上
溝
以
西
の
工
業
団
地
な

ど
の
拡
充
強
化
に
よ
る
産
業
振
興
の
観
点
か
ら
、
国
の

計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
関
係
機
関
へ
の
働
き
か

け
を
進
め
ら
れ
た
い
。

（
４
）
相
模
線
複
線
化
の
早
期
実
現
に
つ
い
て

　

複
線
化
が
実
現
す
れ
ば
、
運
行
本
数
や
輸
送
人
員
の

増
加
、
そ
し
て
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
や
東
海
道
新
幹
線

新
駅
と
の
相
乗
効
果
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
に
も
期
待

で
き
る
こ
と
か
ら
、
相
模
線
複
線
化
が
早
期
に
実
現
す

る
よ
う
、
関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け
を
進
め
ら
れ
た
い
。

（
５
）
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
早
期
事
業
化
の
実
現
に
つ

い
て

　

速
達
性
、
定
時
性
を
備
え
信
頼
性
、
利
便
性
が
高
く

産
業
振
興
や
、
住
民
生
活
、
環
境
、
安
全
な
ど
の
向
上

に
つ
な
が
る
公
共
交
通
網
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
期

実
現
に
向
け
て
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
進
め
ら
れ
た

い
。
ま
た
、
想
定
さ
れ
る
ル
ー
ト
と
駅
位
置
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
想
定
し
て
い
る
沿
線
及
び
周
辺
の
工
業
団

地
、
さ
ら
に
は
計
画
さ
れ
て
い
る
工
業
団
地
等
の
産
業

振
興
が
図
ら
れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
い
。

●�

地
域
産
業
振
興
事
業
補
助
金
の
十
分
な
予
算
の

確
保
に
つ
い
て

　

経
営
改
善
普
及
事
業
並
び
に
産
業
振
興
事
業
な
ど
が

積
極
的
か
つ
継
続
的
に
推
進
で
き
る
よ
う
、
補
助
金
の

支
給
基
準
の
見
直
し
も
含
め
、
増
額
に
つ
い
て
特
段
の

措
置
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

地域産業
振 興 の
観点から

相
模
原
市
政
に
関
す
る
要
望
書
を
提
出

平 成
25年度

　

当
商
工
会
議
所
で
は
１０
月
１7
日
、
加
山
市
長
を
訪
問
し
、
地
域
産
業
振
興
の
観
点
か
ら
、
平
成
25
年
度
の

相
模
原
市
政
に
対
し
て
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
要
望
内
容
の
骨
子
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
詳
細
は
当
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
確
認
く
だ
さ
い　

Ｈ
Ｐ
ト
ッ
プ
→
情
報
→
提
言・要
望
活
動（
2４
年
度
）

　

U
R

L　

http://w
w

w
.ssp2１.or.jp/

加山市長（左 3人目）と懇談する河本会頭（右 3人目）
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第９回相模原お店大賞受賞店／役員議員県外視察研修会 インフォメーション

受賞店決定！ 投票総数 5,077票
たくさんの投票ありがとうございました!

　相模原お店大賞実行委員会では、個性的で魅力ある店づくりを行い、消費者の皆様に支持されている市
内のお店を表彰する相模原お店大賞を実施しております。
　第 9 回目を迎えた今回も「飲食部門」「小売・サービス部門」の 2 部門で募集を行った結果、5,077票の
投票をいただきました。投票上位店の中から厳正な審査を経て、10月３1日に開催した選考委員会におい
て、計 8 店の受賞店を決定いたしました。受賞店は、下記のとおりです。詳しくは会報市民版（12／1発行）
でご紹介いたします。

（順不同）

飲 食 部 門 ■ china dining 炒麺（ツォーメン） 中 華 料 理 中央区千代田5︲4︲14

■ 中国料理　昌龍飯店 中 華 料 理 南区相模大野5︲28︲1３

■ 鳥忠さがみの亭　橋本店 鳥料理、居酒屋 緑区橋本３︲27︲10

■ 麺屋　鼎（かなえ） ラ ー メ ン 南区相模大野３︲9︲３

小　　　売・
サービス部門

■ 伊勢元酒店 酒　　　屋 南区若松３︲27︲1

■ からあげ専門店 すごいっ手羽 か ら 揚 げ 南区相模大野5︲27︲３

■ パティスリースーリール 洋　菓　子 中央区富士見4︲11︲11

■ パティスリーパリシ 洋　菓　子 南区相模大野6︲4︲4

第9回 相模原お店大賞

　

当
商
工
会
議
所
で
は
９
月
26
・
27
日
、
役
員
議

員
県
外
視
察
研
修
会
を
実
施
し
、
河
本
洋
次
会
頭

は
じ
め
26
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故
か
ら

１
年
半
が
経
過
し
た
福
島
県
の
現
状
と
産
業
振
興

に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。
訪
問
先
で
あ
る
福
島

商
工
会
議
所
で
は
、
瀬
谷
俊
雄
会
頭
あ
い
さ
つ
の

後
、
山
田
義
夫
専
務
理
事
が
震
災
直
後
か
ら
今
日

ま
で
の
取
り
組
み
状
況
等
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
、

特
に
、「
福
島
県
は
原
発
事
故
の
放
射
能
に
よ
る

風
評
被
害
等
に
よ
り
、
他
の
被
災
県
と
は
復
旧
・

復
興
の
面
で
遅
れ
て
い
る
」
な
ど
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
河
本
会
頭
は
、
当
商
工
会
議
所
で
は
今

後
も
、
被
災
地
へ
の
継
続
的
な
支
援
に
取
り
組
む

こ
と
な
ど
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
相
互
の
交
流

を
図
り
ま
し
た
。

福
島
商
工
会
議
所
を
訪
問
し

大
震
災・原
発
事
故
後
の
現
状
を
研
修

�

役
員
議
員
県
外
視
察
研
修
会説明を受ける河本会頭（手前中央）他役員議員
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インフォメーション 相模原市新卒未就職者等人材育成事業

この度、相模原市において「新卒未就職者等人材育成事業」を実施します。本事業は、相模原市内の企業様への就職を希望する若者
を中心とした求職者に約 １ ヶ月間、ビジネスマナー研修・PCスキル研修・ビジネススキル研修などを実施し汎用性のある社会人と
しての基礎力および自立的・自発的に行動できる実践力を身に付けた人材を育成します。研修後、就業実習として最長 ３ ヶ月間相模
原市内の企業様のもとで実際に就業体験を積むとともに直接雇用へつなげることを目的とした事業です。相模原市の活性化と、求職
者の雇用創出につながる本事業の趣旨にご賛同いただき就業実習生の受入れを行っていただける企業様を募集しております。

就業実習
受入企業
募 集！

若手人材の採用を「お考え」の企業様へ

● 就業実習受入れの流れ

受
入
れ
希
望
の
お
申
込
み

▶

紹
介
予
定
派
遣
契
約
締
結

▶

若
手
人
材
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

▶

就
業
実
習
開
始

▶

就
業
実
習
終
了（
採
用
意
思
確
認
）

▶

本
採
用
決
定（
双
方
が
合
意
し
た
場
合
）

就業実習受入期間中の派遣料金および、
正社員登用時の紹介手数料は一切発生いたしません。
● 就業実習期間：平成24年11月 1 日～平成25年 1 月３1日（最長 ３ ヶ月間）
● 受入対象企業：相模原市新卒未就職者等人材育成事業の主旨をご理解いただいた企業様
● 契 約 形 態：受入れ先企業様と株式会社パソナにて紹介予定派遣契約を締結いたします。

【お問合せ先】�
相模原市新卒未就職者等人材育成事業 事務局（株式会社パソナ内） ☎ 042-768-7853
神奈川県相模原市中央区相模原4-3-17　相模原TOBビル 3 F

※当事業は技能・ノウハウ等の習得を目指すものです。非正規社員、アルバイト等の代替ではありませんのでご留意ください。※マッチング定員に達し次第、受付終了となります。

1
ビジネスマナーやPCスキルといった
社会人に必要なスキルを、パソナで
約 １ ヶ月間研修を受講した若手人材
を確保できます。

若手人材を
確保できます 2

募集費用の削減、選考などに貴社の
社員が割かれる時間など目に見えな
い間接コストの削減が可能です。

採用コスト・時間を
削減できます 3

就業実習中に、就業意欲や業務適性、
業務スキルの習熟度を確認すること
ができ、入社後の社員定着率向上に
つながります。

採用ミスマッチを
防ぐことができます

● 受け入れていただくメリット

相模原市委託事業 本事業は、株式会社パソナが相模原市より
受託して行っています。

相模原市
新卒未就職者等
人材育成事業
やる気ある若者と出会える相模原市主催の採用プログラムです
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持続可能な環境共生都市「相模原」をめざして⑧／相模原市トライアル発注認定企業紹介⑭ 環 境

相模原商工会議所電力使用量 10月電力使用量　17,535kwh（昨年同月14,526kwh） 当商工会議所ではエコアクション2１を認証取得
しております

持
続
可
能
な
環
境
共
生
都
市

�

「
相
模
原
」を
め
ざ
し
て
第 ８回

「
お
米
を
食
べ
て
、
防
ご
う
地
球
温
暖
化
」

　

近
年
ず
い
ぶ
ん
都
市
化
が
進
ん
だ
相
模
原
市
で

す
が
、
相
模
川
の
近
く
で
は
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん

の
田
ん
ぼ
が
見
ら
れ
ま
す
。
少
し
前
ま
で
黄
金
色

に
輝
い
て
い
た
稲
穂
は
き
れ
い
に
刈
り
取
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
今
は
の
び
の
び
と
太
陽
の
光
を
受
け
、

来
春
の
た
め
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
て
出
番
を
待

っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。
し
か
し
ま
わ
り
を
見

渡
す
と
、
耕
作
さ
れ
ず
に
放
棄
さ
れ
た
田
ん
ぼ
も

目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
後
継
者
不
足
で
し

ょ
う
か
、
お
米
の
消
費
が
減
っ
て
い
る
か
ら
な
の

で
し
ょ
う
か
？

　

田
ん
ぼ
や
畑
は
、
作
物
を
作
る
だ
け
で
は
な
く
、

多
く
の
生
き
物
た
ち
の
生
き
る
場
で
あ
り
、
水
を

蓄
え
、
気
温
を
下
げ
て
く
れ
る
、
環
境
的
に
も
大

切
な
場
所
で
す
。
田
ん
ぼ
が
減
っ
て
し
ま
う
の
は

と
て
も
残
念
で
す
。

　

さ
て
、
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
と
い
う
言
葉
を
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
？
食
糧
（food

）
の
輸
送
距

離
（m

ileage

）
と
い
う
意
味
で
、
食
糧
を
輸
送

す
る
と
き
に
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２
の
量
を
表
し
た

も
の
で
す
が
、
実
は
日
本
は
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ

が
世
界
一
高
い
国
で
す
。

　

日
本
の
食
糧
自
給
率
は
4０
％
足
ら
ず
で
、
多
く

の
食
品
を
海
外
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

食
卓
に
は
欠
か
せ
な
い
お
味
噌
や
醤
油
を
作
る
た

め
の
大
豆
、
う
ど
ん
や
パ
ン
を
作
る
小
麦
の
ほ
と

ん
ど
は
海
外
で
作
ら
れ
た
も
の
で
、
輸
入
小
麦
で

作
ら
れ
た
食
パ
ン
１
斤
の
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
に

よ
る
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
は
１
・
５
㎏
。
こ

れ
は
、
ガ
ソ
リ
ン
０
・
65
ℓ
、
電
気
４

KWh

の
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
量
に
相
当
し
ま
す
。
私

た
ち
が
、
海
外
の
食
品
を
安
易
に
選
ぶ
こ

と
は
、
日
本
の
農
業
の
衰
退
を
招
く
だ
け

で
な
く
、
地
球
温
暖
化
を
進
行
さ
せ
る
行

動
で
も
あ
る
の
で
す
。

　

毎
日
の
く
ら
し
の
な
か
で
、
国
内
で
と

れ
る
お
米
や
魚
、
地
元
で
と
れ
た
野
菜
を

食
べ
る
こ
と
、「
食
べ
た
い
も
の
」
で
は

な
く
「
と
れ
た
も
の
（
旬
の
も
の
）」
を

食
べ
る
こ
と
、
な
る
べ
く
農
薬
を
減
ら
し

た
も
の
や
有
機
で
作
ら
れ
た
作
物
を
食
べ

る
こ
と
が
、
地
球
環
境
を
守
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

今
年
は
お
い
し
い
お
米
を
た
く
さ
ん
食

べ
て
く
だ
さ
い
ね
。

相
模
原
市
立
環
境
情
報
セ
ン
タ
ー

http://w
w

w
.eic-sagam

ihara.jp

家庭のお風呂で温泉治療! !

相模物産株式会社 相模原市中央区上溝1878（全農ミート前）
TEL ０４２（755）3 5 2 1㈹

新開
発

神経痛・リュウマチ・月経痛・冷性
切傷・痛風・産前産後・打撲・捻挫
湿疹・凍症・皮膚亀裂・神経衰弱

［効能］
厚生省許可医薬品

お 祝 引 出 物
御葬儀即返し引出物

電話１本で訪問させていただきます。

受付時間 AM10：00～PM 6：00

0120-867-749Free Dial

（フリーダイヤル）

相
模
原
市
ト
ラ
イ
ア
ル
発
注
認
定
制
度

 

認
定
会
員
企
業
紹
介
（第14回）

Ｒｏ
ｎ
ｋ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

■
認
定
製
品

　

デ
ジ
タ
ル
ワ
イ
ヤ
レ
ス
イ
ン
タ
ー
カ
ム
シ
ス

テ
ム

■
製
品
の
概
要

　

２
・
４

GHz
の
Ｉ
Ｓ
Ｍ
バ
ン
ド
を
利
用
し
て
、　

複

数
者
半
径
約
１
０
０
メ
ー
ト
ル
範
囲
内
、
双
方
向

同
時
通
話
シ
ス
テ
ム
で
す
。
１
ス
テ
ー
ジ
、
６
人

同
時
双
方
向
通
話
、
ス
テ
ー
ジ
拡
張
に
よ
り
、
通

話
距
離
や
同
時
通
話
人
数
を
増
や
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
日
本
初
の
遠
隔
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
タ
ー
カ
ム

シ
ス
テ
ム
で
す
。
業
務
連
絡
と
し
て
最
適
な
シ
ス

テ
ム
で
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
新
日
鉄
、
Ｈ
Ｐ
、
大
塚
商

会
な
ど
大
手
企
業
へ
納
入
実
績
が
あ
り
ま
す
。
病

院
の
手
術
室
内
に
も
、
採
用
実
績
が
あ
り
ま
す
。

■
価
格
（
参
考
）

　

4０
万
円
（
４
人
同
時
通
話
シ
ス
テ
ム
）

環境講座のご案内

「食の安全を脅かす有害化学物質を学ぼう」
　安全な食べ物を口にしたいというのは、誰しもの願いだ
と思います。しかし、私たちは知らぬ間に遺伝子組み換え
食品や残留農薬が付着した食品を口にしている可能性があ
ります。これらの現状と問題点を、食料問題の観点から学
びます。

　講師　天笠　啓祐 氏
　　 　（ジャーナリスト、市民バイオテクノロジー情報室代表）
　日時　12月 2 日㈰　午後 1 時３0分～ 4 時
　場所　相模原市立環境情報センター　学習室
　定員　80名　参加費無料　事前にお申込みください

相模原市立環境情報センター　
　☎ 042-769-9248　Eメール kankyo@eic-sagamihara.jp

■
用
途

・
業
務
連
絡

■
販
売
実
績

　

多
数
の
大
手
企
業
納
入
実
績
が
あ
り
、
現
在
、

１
０
０
０

PCS
以
上
の
出
荷
実
績
が
あ
り
ま
す
。

■
会
社
・
事
業
概
要

　

デ
ジ
タ
ル
無
線
機
器
を
中
心
と
し
た
製
品
の
開

発
、
製
造
、
販
売

　

所
在
地　

 

緑
区
西
橋
本
５
︲
４
︲
2１　

Ｓ
Ｉ
Ｃ

︲
１
︲
３
１
９

　

代
表
者　

高
山　

健

　

☎ 

０
４
２
︲
７
７
０
︲
９
８
５
８

　

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w

w
.ronk-jp.com

本部
支店１

支店2

PCでskypeソフトウェアを利用し、
グループ間通話を実現
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インフォメーション 建設業部会視察交流会／工業部会GETプロジェクト事業講演会／平成24年度第2四半期景気観測調査結果

景 気 観 測 調 査 結 果　平成24年度第2四半期（平成24年7月～9月）

全産業DI値は前回と変わらずも製造業は３期連続の悪化

　今回の全産業総合DI値は、前回調査時（平成24年 4 月～ 6 月期）と同様
の▲３１となりました。
　しかしながら業種ごとではばらつきのある結果となり、建設業は１１ポイ
ント改善（前回▲44）、小売・卸売業は 8 ポイント改善（前回▲３2）した
一方で、飲食・サービス業は 2 ポイント悪化（前回▲24）、製造業では１4
ポイント悪化（前回▲３３）の ３ 期連続の悪化となりました。
　次期見通しについては、製造業のみ今期よりさらに悪化する見通し。
その他の業種については改善される見通しです。
　調査結果詳細については当商工会議所ホームページ「会議所トピックス」
よりご確認下さい。

今期業況 次期見通し業況

製 造 業 ▲47　 ▲6０　

建 設 業 ▲３３　 ▲１7　

小 売 業
卸 売 業 ▲24　 ▲１4　

飲 食 業
サービス業 ▲26　 ▲１9　

全 産 業 ▲３１　 ▲25　

調査期間　平成24年 9 月14日～平成24年10月15日
調査対象　当所会員中小企業３00社（業種別に無作為抽出）

≪景気観測調査≫
前年度同時期との業況を比較し、「良い／悪い」など
の指標を数値化し景気動向を調査。

「良い」の回答数の割合から「悪い」の回答数の割合
を引いて算出した数値（DI値）を用いる。

業況天気図凡例

晴れ 

DI値３０～１１

薄曇り 

DI値１０～▲１０

小雨 

DI値▲１１～▲３０

雨 

DI値▲３１以下

今回ご協力いただきました会員企業の皆様には厚くお礼申し上げます。
本調査は四半期ごとに実施しておりますので、調査票が郵送された際にはぜひご協力下さいますようお願い申し上げます。

飲食・サービス業
小売・卸売業
建 設 業
製 造 業
全 産 業

▲ 100
▲ 90
▲ 80
▲ 70
▲ 60
▲ 50
▲ 40
▲ 30
▲ 20
▲ 10
0
10

H24.10～12月期
（次期見通し）H24.7～9月期H24.4～6月期H24.1～3月期H23.10～12月期

業
種
別
業
況
DI
値
の
推
移

　

当
商
工
会
議
所
建
設
業
部
会（
谷
津
弘
部
会
長
）

で
は
１０
月
１１
日
、
視
察
交
流
会
を
開
催
し
、
３０
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
世
界
最
大
の
完
全
埋
設
式
地
下
タ
ン

ク
を
有
す
る
東
京
ガ
ス
㈱
扇
島
工
場
と
マ
イ
ホ
ー

ム
発
電
に
よ
る
省
エ
ネ
で
快
適
な
暮
ら
し
を
提
案

す
る
東
京
ガ
ス
横
浜
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
等
を
視
察
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
㈱
ア
ー
キ
テ
ク
ト
・
ア
ソ
シ

エ
イ
ツ
・
ヨ
コ
ハ
マ
代
表
取
締
役
平
山
正
義
氏
よ

り
、
み
な
と
み
ら
い
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

海
上
か
ら
解
説
を
受
け
る
な
ど
内
容
の
濃
い
視
察

交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

東
京
ガ
ス
㈱
扇
島
工
場
で
は
、
工
場
の
概
要
説

　

工
業
部
会
新
成
長
ビ
ジ
ネ
ス
Ｇ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
松
岡
康
彦
委
員
長
）
で
は
１０
月
１9
日
、
ス

ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
「
京
」
に
つ
い
て
の
講
演

会
を
市
立
産
業
会
館
で
開
催
し
、
25
名
が
参
加
し

ま
し
た
。（
写
真
＝
表
紙
）

　

講
師
と
し
て
富
士
通
株
式
会
社　

テ
ク
ニ
カ
ル

コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
本

部　

計
算
科
学
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
統
括
部
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー　

松
本
孝
之
氏
を
お
招
き
し
、
ス
ー
パ
ー

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
「
京
」
の
開
発
秘
話
に
つ
い
て
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
松
本
氏
か
ら
「
ス
ー
パ

ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

は
、
最
先
端
の
研
究
開
発
の
み
な
ら
ず
、
企
業
に

お
け
る
モ
ノ
づ
く
り
な
ど
、
豊
か
で
安
全
な
社
会

の
実
現
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
技
術
と
な
っ
て
い

ま
す
。
理
化
学
研
究
所
と
富
士
通
株
式
会
社
が
共

同
開
発
し
た
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
『
京
』
は
、

２
０
１
１
年
６
月
と
１１
月
の
二
期
連
続
で
世
界
一

の
性
能
を
達
成
し
、
本
年
秋
か
ら
供
用
開
始
さ
れ

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
開
発
は
必
ず
し
も
平
坦
な

も
の
で
は
な
く
、
数
々
の
ト
ラ
ブ
ル
を
乗
り
越
え
、

世
界
№
１
の
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
『
京
』
の

開
発
に
成
功
し
、
日
本
の
技
術
力
の
高
さ
を
世
界

に
示
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
」
と
力
強
い
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
普
段
で
は
聴
く
こ
と
の
出
来
な

い
熱
気
に
あ
ふ
れ
た
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

明
と
映
像
視
聴
に
続
き
、
液
化
天
然
ガ
ス
を
使
っ

た
実
験
や
建
設
中
の
地
下
タ
ン
ク
の
建
設
現
場
を

見
学
し
、
液
化
天
然
ガ
ス
は
ク
リ
ー
ン
で
安
全
性

が
高
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
東
京
ガ
ス
横
浜
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
は
、
マ
イ

ホ
ー
ム
発
電
や
ガ
ス
温
水
床
暖
房
な
ど
の
説
明
を

受
け
、
機
器
に
触
れ
な
が
ら
体
感
し
ま
し
た
。

　

視
察
後
は
、
屋

形
船
で
交
流
会
を

開
催
。
秋
の
横
浜

港
の
風
情
を
感
じ

な
が
ら
、
活
発
な

情
報
交
換
が
行
わ

れ
、
有
意
義
な
視

察
交
流
会
と
な
り

ま
し
た
。

工
業
部
会

Ｇ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ス
ー
パ
ー

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ「
京
」開
発
秘
話

 

～
世
界
最
高
性
能
へ
の
挑
戦
～

最
新
鋭
の
技
術
を
視
察

�

建
設
業
部
会
・
視
察
交
流
会

鶴見つばさ橋と参加者
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読 み 物役に立つ事業継続計画（BCP）の作り方⑧

峰山霊園 墓石注文受付中相模原
市　営

本社　〒252-0324  神奈川県相模原市南区相武台1-25-7
ホームページアドレス：http://www.kanagawa-sekizai.co.jp

地元だからできる信頼と完全なアフターサービス

　0120-00-1514電話代無料

電話受付時間
午前9時～午後5時・火曜定休

全優石認定
全国優良石材店

外柵、石塔などの建墓に関する
保証の「保証書」を発行します。

Tel 042-747-5154
霊園総合案内センター

日立建機教習センタ神奈川教習所
神奈川労働局長登録教習機関

資格取得で悩み解消！資格取得で悩み解消！資格取得で悩み解消！
－安全を支える資格－

従業員が安心して働く為の資格です

助成金の活用が出来ます
建設教育訓練助成金
教 育 訓 練 給 付 金

※技能
講習
フォーク

リフト・
クレー

ン他

＊特別
教育
＊安全

教育
土・日
も有ります

〒252-0206
相模原市中央区淵野辺2-5-8
TEL 730-6716　FAX 730-6717

役
に
立
つ
事
業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）の
作
り
方
⑧

～
大
規
模
地
震
な
ど
の
緊
急
事
態
に
備
え
る
～

�

㈱
浜
銀
総
合
研
究
所
　
江
嶋
　
哲
也

●
事
業
継
続
計
画
の
教
育

　

策
定
し
た
事
業
継
続
計
画
の
内
容
や
緊
急
事
態

が
発
生
時
の
対
応
方
法
な
ど
を
教
育
し
ま
す
。
事

業
継
続
計
画
、
前
月
号
で
検
討
し
た
文
書
化
さ
れ

た
手
順
（
例
え
ば
安
否
確
認
手
順
、
備
蓄
品
管
理

手
順
な
ど
を
記
し
た
手
順
書
）
の
内
容
を
、
関
係

す
る
従
業
員
全
て
に
説
明
し
ま
す
。

●
初
動
対
応
方
法
の
周
知

　

初
動
対
応
方
法
の
周
知
に
は
、
図
表
１
に
あ
る

よ
う
な
項
目
を
記
載
し
た
、「
従
業
員
携
帯
カ
ー

ド
」
が
役
立
ち
ま
す
。
蛇
腹
折
り
を
し
て
名
刺
サ

イ
ズ
に
す
る
と
、
あ
る
程
度
の
分
量
の
内
容
を
記

載
で
き
る
と
と
も
に
、
常
に
持
ち
歩
く
こ
と
も
で

き
ま
す
。

●
訓
練
・
演
習
の
実
施

　

緊
急
事
態
の
発
生
時
、
効
果
的
に
対
応
で
き
る

よ
う
、「
緊
急
事
態
を
想
定
し
た
訓
練
・
演
習
の

実
施
」
を
し
ま
す
。
前
月
号
で
検
討
し
た
対
応
策

の
手
順
書
を
見
な
く
て
も
、
的
確
な
意
思
決
定
が

で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

教
育
を
受
け
た
だ
け
で
は
実
際
に
行
動
で
き
る

か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
避
難
訓
練
の
よ
う
に
、

定
ま
っ
た
手
順
ど
お
り
に
実
際
に
避
難
を
し
て
み

ま
す
。
ま
た
、
緊
急
事
態
発
生
時
の
キ
ー
パ
ー
ソ

ン
に
な
る
経
営
者
、
各
部
門
責
任
者
な
ど
が
出
席

し
て
、
自
ら
の
役
割
や
手
順
を
確
認
す
る
読
み
合

わ
せ
を
行
い
ま
す
。
事
業
継
続
計
画
や
手
順
書
に

定
め
た
手
順
で
本
当
に
有
効
に
対
応
で
き
る
の
か

を
確
か
め
ま
す
。
あ
わ
せ
て
文
書
自
体
に
想
定
漏

れ
や
誤
っ
た
記
載
が
な
い
か
な
ど
も
確
認
を
し
ま

す
。

　

そ
の
ほ
か
、
図
表
２
に
あ
る
よ
う
な
訓
練
や
演

習
を
検
討
、
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
事
業
継
続
計
画
の
中
に
は
、
以
上
の
よ

う
な
教
育
や
訓
練
の
内
容
、
実
施
頻
度
、
実
施
時

期
、
対
象
者
な
ど
を
決
め
て
お
き
ま
す
。

●
事
業
継
続
計
画
の
見
直
し
・
維
持

　

策
定
し
た
事
業
継
続
計
画
が
引
き
続
き
適
切
な

も
の
で
あ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
定
期
的
に
「
事

業
継
続
計
画
の
見
直
し
・
維
持
」
を
し
ま
す
。
訓

練
や
演
習
の
結
果
な
ど
を
も
と
に
、
手
順
の
見
直

し
を
す
る
と
と
も
に
、
文
書
が
最
新
の
状
態
を
表

す
よ
う
に
点
検
、
管
理
を
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
従
業
員
連
絡
先
リ
ス
ト
に
新
入
社
員

を
掲
載
し
て
い
な
け
れ
ば
、
緊
急
事
態
発
生
時
の

安
否
確
認
に
支
障
が
出
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
常

に
リ
ス
ト
が
最
新
の
状
態
、
利
用
可
能
な
状
態
に

な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
定
期
的
に
確
認
し
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
継
続
計
画
書
を
作
成
時
と
提
供
す

る
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
重
要
度
が
変
化
し
、
優
先

的
に
復
旧
ま
た
は
継
続
す
べ
き
も
の
が
変
わ
っ
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
、
既
存
の
事

業
継
続
計
画
で
よ
い
か
、
変
更
す
べ
き
手
順
が
な

い
か
を
見
直
し
ま
す
。
結
果
を
事
業
継
続
方
針
や

具
体
的
な
対
策
、
文
書
化
し
た
手
順
、
訓
練
・
演

習
の
内
容
に
反
映
し
ま
す
。

　

事
業
継
続
計
画
の
中
で
、
実
施
す
る
点
検
や
見

直
し
の
項
目
や
内
容
、
実
施
頻
度
、
実
施
時
期
な

ど
を
決
め
て
お
き
ま
す
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　

神
奈
川
県
内
の
中
小
企
業
に
対
す
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
や

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
支
援
の
ほ
か
、
神
奈
川

県
な
ど
の
自
治
体
に
よ
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
関
す
る
調
査

や
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
ガ
イ
ド
の
作
成
に
も
携
わ
る
。

図表 1　�従業員携帯カードの
記載項目例

・氏名、所属

・安全確保の方法

・避難場所（一時、広域）

・安否連絡方法
　⎛例：災害伝言ダイヤ⎞
　⎝ルの利用方法　　　⎠

・緊急事態発生時の役割

・緊急連絡先リスト

・日頃の心構え

 など　

図表 2　訓練・演習の例

★安全を確保する訓練
　・避難訓練、初期消火訓練
　・安否確認訓練

★事業・業務継続のための訓練
　・自家発電への切替訓練
　・ 情報システムのバックアッ

プデータの復旧訓練
　・（情報システム停止時の）
　　手作業での実施訓練

★事業・業務継続のための演習
　・手順書の読み合わせ

 など

図表 3　点検・見直しの例

★点検
　・避難経路の安全性の確認
　・備蓄品の保管期限の確認
　・連絡先リストの更新の確認
　・教育訓練の実施の確認
　・日常管理活動の実施の確認
　　（データバックアップなど）

★見直し
　・重要な事業に変化はないか
　・マニュアルの変更の必要性
　・目標復旧時間変更の必要性

 など
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今、中国進出を考える！ ～中国展開の成功・失敗事例と現状～

インターネット活用術⑧／工業部会＆金融保険業部会海外進出セミナー／パソコン研修インフォメーション

■
ア
ク
セ
ス
解
析
し
て
い
ま
す
か
？

　

サ
イ
ト
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
へ
の
ア
ク
セ
ス
を

増
や
す
た
め
に
は
、
お
客
様
が
必
要
と
す
る
内
容

を
わ
か
り
や
す
く
記
述
し
、
サ
イ
ト
に
た
ど
り
着

き
や
す
く
な
る
よ
う
工
夫
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
サ
イ
ト
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
活
動
も
必
要
で
す
。
そ
の
指
標
と
な
る

の
が
ア
ク
セ
ス
解
析
で
す
。
解
析
結
果
か
ら
現
在

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
問
題
点
や
過
不
足
を
予
測
し
、

修
正
し
て
い
く
の
に
役
立
ち
ま
す
。
ま
た
、
ア
ク

セ
ス
解
析
を
理
解
す
る
こ
と
で
自
分
の
力
で
サ
イ

ト
の
改
善
を
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
ア
ク
セ
ス
解
析
と
は
？

　

ア
ク
セ
ス
解
析
と
は
、
ど
れ
く
ら
い
の
ア
ク
セ

ス
が
あ
る
の
か
の
推
移
や
流
入
元
は
ど
こ
か
、
ど

の
よ
う
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
索
さ
れ
た
の
か
と
い

っ
た
記
録
を
分
析
す
る
こ
と
で
す
。
か
な
り
前
に

流
行
っ
た
総
ア
ク
セ
ス
数
を
ペ
ー
ジ
に
表
示
す
る

ア
ク
セ
ス
カ
ウ
ン
タ
は
、
累
積
表
示
数
し
か
わ
か

ら
な
い
た
め
ア
ク
セ
ス
解
析
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

特
に
企
業
サ
イ
ト
で
は
、
ほ
と
ん
ど
メ
リ
ッ
ト
は

無
く
設
置
し
な
い
方
が
良
い
と
言
え
ま
す
。

■
ア
ク
セ
ス
解
析
を
見
る
に
は
？

　

一
般
的
な
レ
ン
タ
ル
サ
ー
バ
ー
に
は
、
シ
ン

プ
ル
な
ア
ク
セ
ス
解
析
ツ
ー
ル
が
あ
ら
か
じ
め

組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。W

ebalizer

や

A
W

stats

と
い
っ
た
ツ
ー
ル
が
利
用
さ

れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。
こ

れ
ら
の
ツ
ー
ル
で
も
サ
イ
ト
全
体
の
傾
向

を
あ
る
程
度
把
握
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

本
格
的
な
分
析
に
は
向
き
ま
せ
ん
が
、
設
定
の
手

間
も
費
用
も
か
か
ら
ず
デ
ー
タ
も
見
や
す
い
た
め
、

ま
だ
見
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
方
は
ぜ
ひ
確
認
し

て
み
て
下
さ
い
。

■
ア
ク
セ
ス
解
析
で
何
を
見
る
か

　

ま
ず
、
訪
問
数
、
ペ
ー
ジ
毎
の
表
示
数
、
リ
ン

ク
元
、
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
を
確
認
し
ま
す
。
ど
の

ペ
ー
ジ
が
よ
く
見
ら
れ
て
い
る
の
か
、
流
入
元
や

検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
な
ど
サ
イ
ト
に
来
て
い
る
理
由

は
何
か
と
い
っ
た
分
析
が
可
能
で
す
。
訪
問
数
は

一
度
見
た
だ
け
で
は
あ
ま
り
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

サ
イ
ト
の
更
新
や
誘
導
施
策
に
よ
り
ど
の
よ
う
な

効
果
が
あ
っ
た
か
と
い
っ
た
分
析
に
利
用
し
ま
す
。

検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
検
索
で
た
ど
り
着
い
て
欲

し
い
キ
ー
ワ
ー
ド
と
一
致
し
て
い
る
か
ど
う
か
や

思
わ
ぬ
キ
ー
ワ
ー
ド
で
た
ど
り
つ
い
て
い
る
ケ
ー

ス
は
あ
る
か
と
い
っ
た
判
断
が
可
能
で
す
。
各
項

目
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
次
回
以
降
も
紹
介
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
よ
り
詳
細
な
解
析
を
行
う
に
は

　

グ
ー
グ
ル
が
無
償
で
提
供
し
て
い
るG

oogle 
A

nalytics

は
、
大
変
高
機
能
で
詳
細
な
分
析
が

可
能
な
ツ
ー
ル
で
す
。
あ
ら
か
じ
め
設
定
が
必
要

で
、
多
機
能
な
た
め
最
初
は
わ
か
り
に
く
い
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
入
門
書
も
多
く
出
版
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
ち
ら
に
つ
い
て
も
、
今
後
も
う
少
し
詳

細
を
ご
紹
介
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

 

有
限
会
社
コ
ウ
チ
ヤ　

代
表
取
締
役　

藤
田　

実

相
模
原
の
お
店
・
企
業
版

�「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
術
」
⑧

　近年、売上・シェアの拡大、製造コストの削減等の経営課題に
対応するため、海外進出が加速しています。優れた技術、製品、サー
ビスを保有している地域中小企業が海外展開することは、ビジネ
スチャンスをつかむ好機となる一方で、撤退を余儀なくされる企
業が増加しているという厳しい現状もあります。
　こうした動向を踏まえて本セミナーでは、上海駐在経験のある
講師が、中国に進出した日系企業の成功・失敗事例について、具
体的に解説。海外展開において共通のポイントを紹介するため、
他国で展開予定の企業の方も必聴です。中国での反日デモ等によ
る影響についても、現状をお伝えいたします。

■ 日　時：１2月３日㈪　１７時００分～１８時３０分
■ 会　場：相模原市立産業会館 ４F 国際商談室
■ 講　師：津島　峰明 氏
  （株式会社浜銀総合研究所 海外ビジネス支援部 担当部長）
 １98３年　横浜銀行入行
 2００5年～2００8年　香港駐在員事務所所長
 2００9年～2０１2年　上海支店支店長
 2０１2年 8 月から現職
■ 受講料：無料
■ 申込・お問い合わせ：経営支援課　☎ ０４2-７5３-８１３5

相模原商工会議所 工業部会新成長ビジネスGETプロジェクト＆金融保険業部会 共催 経営セミナー
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読 み 物高橋進の経済ナビ

　

領
土
問
題
を
巡
っ
て
日
韓
、
日
中
関
係
が
緊
迫

し
て
い
る
。
竹
島
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

た
背
景
と
し
て
、
韓
国
大
統
領
の
任
期
切
れ
を
控

え
た
内
政
事
情
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
尖

閣
問
題
を
き
っ
か
け
に
反
日
感
情
が
激
化
し
て
い

る
中
国
に
つ
い
て
は
、
所
得
格
差
の
拡
大
な
ど
で

高
ま
る
国
内
の
不
満
を
愛
国
・
反
日
教
育
で
ガ
ス

抜
き
し
よ
う
と
す
る
中
国
の
政
治
姿
勢
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
一
方
、
日
本
側
の
事
情
と
し
て
は
、

混
乱
を
極
め
る
政
治
情
勢
や
日
米
関
係
の
弱
体
化

が
他
国
に
つ
け
入
る
隙
を
与
え
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。

　

確
か
に
、
こ
う
し
た
各
国
の
政
治
情
勢
が
外
交

に
影
を
落
と
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
た

だ
し
、
経
済
面
で
の
構
造
変
化
も
無
視
で
き
な
い

要
因
で
あ
る
。
中
国
や
韓
国
の
著
し
い
経
済
発
展

の
一
方
で
、
日
本
は
2０
年
以
上
に
わ
た
っ
て
経
済

停
滞
が
続
き
、
こ
の
結
果
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る

経
済
面
で
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
が
大
き
く
変
化
し

て
い
る
。
日
中
関
係
を
み
る
と
、
今
や
経
済
規
模

で
中
国
が
日
本
を
抜
き
、
中
国
経
済
の
日
本
経
済

へ
の
影
響
度
も
日
に
日
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

足
元
の
日
本
の
輸
出
不
振
も
中
国
経
済
の
ス
ロ
ー

ダ
ウ
ン
が
主
因
で
あ
る
。
日
韓
関
係
は
、
日
本
の

輸
出
超
過
が
続
い
て
い
る
が
、
日
本
の
家
電
メ
ー

カ
ー
の
衰
退
ぶ
り
と
は
対
照
的
に
、
韓
国
企
業
の

躍
進
が
目
立
つ
。
韓
国
や
中
国
の
企
業
は
、
か
つ

て
は
日
本
に
依
存
し
協
力
を
仰
い
で
き
た
も
の
の
、

今
や
日
本
を
追
い
上
げ
日
本
を
脅
か
す
存
在
に
な

っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
も
と
で
、
日
本
は
恐
れ
る

に
足
ら
ず
と
い
う
感
情
が
芽
生
え
て
も
何
の
不
思

議
も
な
い
。
そ
の
上
で
政
治
・
経
済
の
パ
ワ
ー
バ

ラ
ン
ス
の
構
造
変
化
に
着
目
す
る
と
、
今
回
の
領

土
問
題
は
偶
発
的
、
一
過
性
の
も
の
と
楽
観
視
す

る
わ
け
に
は
い
か
な
く
な
る
。

　

東
ア
ジ
ア
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
は
変
化
し
て
い

る
も
の
の
、
同
時
に
日
中
韓
の
経
済
関
係
は
緊
密

さ
を
増
し
て
い
る
。
躍
進
す
る
韓
国
企
業
を
支
え

て
い
る
の
は
、
日
本
の
部
品
や
素
材
メ
ー
カ
ー
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
れ
を
反
映
し
て
、

日
本
企
業
の
対
韓
直
接
投
資
も
大
幅
に
増
加
し
て

い
る
。
ま
た
、
日
本
企
業
に
と
っ
て
中
国
は
最
優

先
の
販
売
市
場
で
あ
り
、
生
産
基
地
と
し
て
の
重

要
性
も
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

今
後
を
展
望
し
て
も
、
日
中
韓
の
経
済
関
係
は

緊
密
さ
を
さ
ら
に
増
し
、
相
互
依
存
関
係
も
深
ま

っ
て
い
く
と
み
ら
れ
る
。
日
本
企
業
に
と
っ
て
は
、

内
需
の
低
迷
が
続
く
も
と
で
ア
ジ
ア
の
需
要
を
取

り
込
む
こ
と
が
生
き
残
り
の
カ
ギ
で
あ
り
、
規
模

の
大
き
な
中
国
市
場
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
世
界
市
場
を
開
拓
す
る
力
を
持
つ
韓
国
企
業

も
重
要
な
取
引
相
手
で
あ
る
。
日
本
企
業
は
韓
国

や
中
国
企
業
に
追
い
上
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、

国
内
で
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
ラ
イ
フ
（
医
療
・

介
護
）
や
先
端
分
野
で
技
術
開
発
を
進
め
、
新
市

場
を
創
造
で
き
れ
ば
、
そ
れ
を
ア
ジ
ア
に
輸
出
す

る
こ
と
で
強
さ
を
維
持
で
き
る
。
一
方
、
高
度
成

長
か
ら
中
成
長
へ
の
移
行
期
に
差
し
掛
か
り
、
省

エ
ネ
・
省
資
源
へ
の
経
済
体
質
の
転
換
を
迫
ら
れ

る
中
国
に
と
っ
て
も
、
日
本
の
技
術
力
や
シ
ス
テ

ム
力
は
大
き
な
魅
力
で
あ
る
。
ま
た
、
世
界
市
場

を
攻
略
し
て
き
た
韓
国
企
業
に
と
っ
て
、
隣
国
日

本
は
ま
だ
ま
だ
未
開
拓
の
大
市
場
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
領
土
問
題
に
端
を
発
し
た
日

中
韓
の
関
係
悪
化
が
続
け
ば
、
経
済
関
係
に
も
跳

ね
返
り
、
互
い
の
経
済
に
も
悪
い
影
響
を
与
え
る

こ
と
は
不
可
避
で
あ
る
。
日
中
韓
は
、
こ
れ
ま
で

は
外
交
関
係
で
は
距
離
を
置
き
つ
つ
も
、
経
済
面

で
は
関
係
を
強
化
す
る
と
い
う
「
政
冷
経
熱
」
の

関
係
に
あ
っ
た
。
か
つ
て
中
国
の
政
治
家
・
鄧
小

平
が
言
及
し
た
よ
う
に
、
領
土
問
題
を
棚
上
げ
に

し
、
解
決
を
将
来
世
代
に
託
す
こ
と
で
、
未
来
志

向
の
関
係
を
築
い
て
い
こ
う
、
と
い
う
暗
黙
の
了

解
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
今
や
、
領
土

問
題
と
い
う
し
こ
り
が
大
き
く
な
り
過
ぎ
、
こ
の

問
題
の
解
決
な
し
に
は
未
来
志
向
の
関
係
を
構
築

す
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
そ
う
な
れ
ば
、
東
ア
ジ
ア
全
体
の
安
定
を
損

ね
、
地
域
の
経
済
発
展
を
阻
害
す
る
こ
と
に
も
な

り
か
ね
な
い
。
日
中
韓
政
府
の
大
局
観
に
立
っ
た

問
題
解
決
に
向
け
た
努
力
が
望
ま
れ
る
。

 

（
１０
月
１
日
執
筆
）

葬祭綜合
センター ㈱ 伊 藤 典 範 直営　白雲殿

斎場　紫雲殿

　0120-42-9039 http://www.ito-tenpan.com
い とう てん ぱん

フリーダイアル

＝ 大駐車場完備（150台） ＝24時間年中無休

設備内容
控室・バスルーム付日本間３室

大・中・小あわせて３斎場
（葬儀に対して使用料無料）

神奈川県相模原市中央区淵野辺４丁目16番14号

緊
迫
す
る
日
中
、日
韓
関
係

―�

東
ア
ジ
ア
の
発
展
を
阻
害
す
る
恐
れ�

―

 

日
本
総
合
研
究
所　

理
事
長　

高
橋　

進

高
橋　

進
／
た
か
は
し
・
す
す
む

　

１
９
５
３
年
生
ま
れ
。
一
橋
大
学
経
済
学
部
卒
業
後
、

76
年
住
友
銀
行
に
入
行
。
現
在
、
テ
レ
ビ
の
コ
メ
ン
テ

ー
タ
ー
と
し
て
も
活
躍
中
。
著
書
『
１０
年
後
の
日
本
を

読
む
「
先
見
力
」
の
つ
け
方
』（
徳
間
書
店
）
の
ほ
か
、

日
本
経
済
新
聞
、
産
経
新
聞
な
ど
に
多
数
執
筆
。
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会員ＰＲコーナー会員紹介

会
員
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー

掲
載
無
料
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
新
商
品
、
新
サ
ー
ビ
ス
な
ど
広
く
Ｐ
Ｒ
を
希
望
す
る
会
員
限

定
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
総
務
課
（
☎
０
４
２
︲
７
５
３
︲
８
１
３
１
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
掲
載
は
原
則
１
社
年
１
回
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

高齢者向け 福祉健康器具の製造販売『檜の踏み台』

■ 工房　ＳＥＲＡ （代表　稲住義憲）
〒252-０３０３　相模原市南区相模大野2-14-3
☎&FAX：042-743-1184　　携帯：090-4136-8423
E-mail：yk-inazumi@jcom.home.ne.jp

最高の溶接技術はここにあります

■ 株式会社　ライズ
〒252-０244　相模原市中央区田名2284
☎：042-763-6185　　FAX：042-763-1680
ＵＲＬ：http://rise-network.com/　　E-mail：y-suzuki@rise-network.com

　高齢者の福祉用具を製造販売しています。商品の踏み台には
手摺りが付いています。手摺りを持てばヒザへの負担が少なく、
安全に上下運動が続けられます。
　「癒しの香り」と「優しい肌触り」の檜の感触が新鮮です。
畳の和室かフローリングの部屋に置いて、テレビを観ながら
ゆっくり素足で運動して下さい。伊賀上野の檜を使って１台ず
つ手造りしています。

デイサービス施設や我が家の健康器具としてお役
に立てば幸いです。

　弊社ではステンレス、アルミ、

チタン等あらゆる非鉄金属の溶接

を得意としております。

　TIG溶接は薄板から厚板まで、

裏波溶接も対応可能です。

　加工の必要な物も一貫してお引

き受けし、手間がありません。

　少数精鋭で、迅速に対応させて

頂きます。
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トップインタビュー 会員紹介

星
が
丘
に
ベ
ー
グ
ル
専
門
店
を
開
く
ま
で
の
経
緯

を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　
「
ふ
つ
う
の
Ｏ
Ｌ
を
し
て
い
た
こ
ろ
か
ら
、
自

分
で
企
画
・
開
発
し
た
も
の
を
市
場
に
流
通
さ
せ

て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
て
、
３
年
前
に

下
九
沢
で
自
家
製
米
粉
ベ
ー
グ
ル
の
通
販
と
移
動

販
売
を
始
め
ま
し
た
。
米
粉
の
ベ
ー
グ
ル
に
し
た

の
は
、
日
本
人
好
み
の
や
わ
ら
か
い
食
感
に
近
づ

け
る
た
め
で
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
方
に
も
食

べ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
卵
、
牛
乳
、
油
は
使
っ

て
い
ま
せ
ん
。
も
と
も
と
相
模
原
生
ま
れ
で
、
相

模
原
が
大
好
き
な
ん
で
す
。
起
業
す
る
な
ら
地
元

で
、
と
い
う
気
持
ち
を
持
ち
続
け
て
い
ま
し
た
の

で
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
れ
ば
と
い
う
願
い

を
こ
め
て
始
め
ま
し
た
。
地
域
密
着
の
商
品
作
り

を
心
が
け
、
開
業
以
来
ず
っ
と
地
元
産
の
米
粉
、

地
元
産
の
野
菜
を
主
な
素
材
に
使
っ
て
い
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
１
年
前
の
１１
月
に
移
転
、
直
営
店
を
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
」

ど
ん
な
商
品
を
販
売
し
て
い
ま
す
か
。

　
「
お
む
す
び
型
の
米
粉
ベ
ー
グ
ル
が
中
心
で
す
。

全
部
手
作
り
で
、
2０
種
類
以
上
あ
り
ま
す
。
も
ち

も
ち
の
柔
ら
か
い
プ
レ
ー
ン
ベ
ー
グ
ル
が
一
番
人

気
で
す
が
、
ほ
か
に
も
か
ぼ
ち
ゃ
、
ト
マ
ト
、
小

松
菜
、
さ
つ
ま
い
も
な
ど
の
野
菜
、
い
ろ
い
ろ
な

フ
ル
ー
ツ
を
使
っ
た
ベ
ー
グ
ル
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
遊
び
心
を
加
味
し
て
作
っ
た
黒
糖
ま
ん
じ
ゅ

う
、
黒
ご
ま
竹
炭
、
シ
ョ
コ
ラ
レ
ー
ズ
ン
な
ど
の

ベ
ー
グ
ル
も
好
評
で
す
。
価
格
は
１
個
１
７
０
円

か
ら
１
９
０
円
で
す
。
最
近
、
相
模
湖
地
域
で
無

農
薬
野
菜
を
栽
培
し
て
い
る
人
た
ち
と
つ
な
が
り

が
で
き
て
、
体
に
や
さ
し
い
ベ
ー
グ
ル
づ
く
り
を

後
押
し
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
人
の
体
に
い

い
も
の
を
と
い
う
思
い
は
同
じ
で
す
の
で
、
素
材

と
し
て
使
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
畑
で
収
穫
し

た
ば
か
り
の
野
菜
を
当
店
で
販
売
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
ベ
ー
グ
ル
と
並
ん
で
、
米
粉
食
パ
ン
も

多
く
の
方
に
お
買
い
上
げ
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

人
気
ナ
ン
バ
ー
１
は
、
プ
レ
ー
ン
タ
イ
プ
で
一
斤

３
５
０
円
で
す
。
４
２
０
円
の
ト
マ
ト
＆
バ
ジ
ル
、

あ
ず
き
抹
茶
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
＆
ク
ラ
ン
ベ
リ
ー

な
ど
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。
紅
茶
、
ア
ー
モ
ン
ド

コ
コ
ア
、
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
＆
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
、
と

う
も
ろ
こ
し
な
ど
は
３
８
０
円
で
販
売
し
て
い
ま

す
。
一
斤
５
０
０
グ
ラ
ム
以
上
あ
り
、
ど
っ
し
り

し
た
量
感
と
翌
日
で
も
し
っ
と
り
し
た
食
感
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
の
が
自
慢
で
す
。
ま
た
、
新

鮮
素
材
を
使
っ
た
色
と
り
ど
り
の
食
パ
ン
が
特
徴

の
通
販
サ
イ
ト「
色（
し
ょ
く
）
パ
ン
屋
」
を
オ
ー

プ
ン
い
た
し
ま
し
た
」

そ
の
ほ
か
の
お
す
す
め
商
品
は
？

　
「
米
粉
シ
フ
ォ
ン
が
お
す
す
め
で
す
。
小
麦
粉

も
使
わ
な
い
、
米
粉
と
豆
乳
の
も
ち
も
ち
ケ
ー
キ

で
す
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
用
に
も
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
米
粉
ク
ッ
キ
ー
は
当
店
自
慢
の

焼
き
菓
子
で
、
サ
ク
サ
ク
と
し
た
上
品
な
食
感
を

お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
低
カ
ロ
リ
ー
の
お
せ

ん
べ
い
ら
す
く
、
豆
腐
と
米
粉
を
主
な
原
料
に
し

た
焼
き
ド
ー
ナ
ツ
も
是
非
、
ご
賞
味
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
」

今
後
は
ど
う
展
開
し
ま
す
か
。

　
「
１１
月
は
オ
ー
プ
ン
１
周
年
で
す
の
で
、
感
謝

の
気
持
ち
を
こ
め
て
謝
恩
セ
ー
ル
実
施
中
で
す
。

目
玉
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
１
７
０
円
の
プ
レ
ー

ン
ベ
ー
グ
ル
を
5０
円
で
提
供
し
て
い
ま
す
。
多
く

の
方
に
是
非
、
米
粉
ベ
ー
グ
ル
の
お
い
し
さ
を
知

っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。
も
っ
と
先
の
こ
と

を
言
い
ま
す
と
、
橋
本
に
２
店
舗
目
を
開
設
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
緑
区
か
ら
来
店
し
て
下
さ

る
お
客
様
も
多
い
の
で
す
が
、
少
し
時
間
が
か
か

る
た
め
、『
も
っ
と
近
く
に
店
を
開
い
て
ほ
し
い
』

と
い
う
声
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
期
待
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。
今
は
い
い

お
客
様
に
恵
ま
れ
て
い
て
、
お
い
し
く
て
体
に
い

い
も
の
を
提
供
し
た
い
と
い
う
私
の
気
持
ち
が
通

じ
て
い
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
口
コ
ミ
で

お
客
様
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
も
感
謝
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
も
心
を
こ
め
て
丁
寧
に
作
っ
て
き

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
大
好
き
な
相
模
原
の
産

物
を
使
っ
た
商
品
作
り
に
励
み
、
い
つ
か
は
相
模

原
名
物
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
…
そ

れ
が
い
ち
ば
ん
大
き
な
夢
で
す
」

相
模
原
産
の
米
粉
で
ベ
ー
グ
ル
と
食
パ
ン
を
製
造
販
売

Top 
Interview
トップ
インタビュー

べ
ー
ぐ
る
し
ょ
っ
ぷ

�

米
来（
べ
え
ぐ
る
）店
主

坂
元
智
香�

さん

相模原市中央区下九沢出身。元気と郷土愛
いっぱいの女性起業家。ＬＯＶ㈱代表取締役。

「米来」のおむすび型ベーグル

相模原市中央区星が丘2︲13︲3
☎＆FAX�042︲71９︲1722

営業時間　午前10時～午後7時
定休日　水曜・日曜

URL：http://www.bgr-shop.jp/
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わが社の『いち押し』会員紹介

社
わが

の『
い
ち
押
し
』

　

㈱
マ
キ
ノ
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
（
牧
野
晴
行
代
表

取
締
役
）
は
１
９
９
０
年
４
月
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
輸

入
雑
貨
の
卸
売
り
を
業
務
に
相
模
原
市
中
央
区
淵

野
辺
で
設
立
し
ま
し
た
。
設
立
以
来
ネ
ッ
ト
を
通

じ
た
通
販
で
全
国
展
開
し
、
業
務
拡
大
を
続
け
て

い
ま
す
。

　

欧
米
で
人
気
の
高
い
キ
ッ
チ
ン
・
イ
ン
テ
リ
ア

商
品
の
輪
入
、
販
売
を
主
な
業
務
に
し
て
お
り
、

代
表
的
な
ブ
ラ
ン
ド
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｊ
ｏ
ｓ
ｅ

ｐ
ｈ　

Ｊ
ｏ
ｓ
ｅ
ｐ
ｈ（
ジ
ョ
ゼ
フ　

ジ
ョ
ゼ
フ
）

と
、ア
メ
リ
カ
の
ｓ
ｉ
ｍ
ｐ
ｌ
ｅ
ｈ
ｕ
ｍ
ａ
ｎ（
シ

ン
プ
ル
ヒ
ュ
ー
マ
ン
）
で
す
。
Ｊ
ｏ
ｓ
ｅ
ｐ
ｈ　

Ｊ
ｏ
ｓ
ｅ
ｐ
ｈ
の
カ
ラ
フ
ル
で
機
能
性
の
高
い
ま

な
板
を
始
め
と
す
る
キ
ッ
チ
ン
ア
イ
テ
ム
、
ｓ
ｉ

ｍ
ｐ
ｌ
ｅ
ｈ
ｕ
ｍ
ａ
ｎ
の
清
潔
感
あ
ふ
れ
る
ス
テ

ン
レ
ス
製
ゴ
ミ
箱
な
ど
は
大
好
評
を
博
し
、
テ
レ

ビ
や
雑
誌
な
ど
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
媒
体
で
紹
介
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
２
つ
の
ブ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
は
日
本
総

輸
入
代
理
店
と
し
て
引
き
続
き
数
多
く
の
商
品
を

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
カ
ラ
フ
ル

で
美
し
い
フ
ォ
ル
ム
の
ボ
ウ
ル
や
カ
ッ
プ
な
ど
９

つ
の
キ
ッ
チ
ン
ツ
ー
ル
を
１
つ
に
ス
ト
ッ
ク
し

た
「
ネ
ス
ト
９
プ
ラ
ス
」、
先
端
が
テ
ー
ブ
ル
に

着
か
な
い
エ
レ
ベ
ー
ト
構
造
の
キ
ッ
チ
ン
ツ
ー
ル

シ
リ
ー
ズ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
最
近
好
評
な
の

は
、
Ｊ
ｏ
ｓ
ｅ
ｐ
ｈ　

Ｊ
ｏ
ｓ
ｅ
ｐ
ｈ
の
シ
リ
コ

ン
チ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
マ
ッ
ト
（
大
３
１
５
０
円
、
小

２
６
２
５
円
）
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
水
だ
け
で
油
汚
れ
や
雑
菌
を
取
り

除
く
イ
ギ
リ
ス
製
の
ｅ
―
ｃ
ｌ
ｏ
ｔ
ｈ
、
フ
ラ
ン

ス
製
の
お
弁
当
箱
と
い
っ
た
新
ブ
ラ
ン
ド
商
品
も

次
々
に
発
売
し
て
い
ま
す
。「
欧
米
の
製
品
を
そ

の
ま
ま
輸
入
・
販
売
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
日
本

の
市
場
に
合
う
よ
う
な
商
品
の
共
同
開
発
も
し
て

い
る
」
と
、
牧
野
代
表
取
締
役
は
話
し
ま
す
。

　

そ
の
一
方
、
牧
野
氏
は
「
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の

商
品
見
本
市
に
日
本
人
が
１
５
０
０
人
も
見
に
行

く
時
代
。
そ
う
簡
単
に
日
本
市
場
に
マ
ッ
チ
す
る

高
品
質
で
機
能
性
の
高
い
商
品
を
見
つ
け
る
の
は

難
し
い
」
と
考
え
、
輸
入
・
販
売
を
拡
大
す
る
の

と
並
行
し
て
最
近
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発
に

着
手
し
ま
し
た
。
ブ
ラ
ン
ド
名
は
、
Ｍ
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ｉ

Ｎ
Ｏ（
マ
ッ
キ
ー
ノ
）。
デ
ザ
イ
ン
は
イ
ギ
リ
ス
で
、

ア
イ
デ
ィ
ア
は
自
社
で
手
が
け
、
商
品
は
委
託
生

産
し
て
い
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
早
々
、
画
期
的
な
商

品
を
発
売
し
ま
し
た
。
飛
行
機
に
乗
る
際
に
手
荷

物
の
重
さ
を
簡
単
に
計
量
で
き
る
Ｌ
ｕ
ｇ
ｇ
ａ
ｇ

ｅ　

Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
ｅ
ｒ
（
ラ
ゲ
ッ
ジ　

チ
ェ
ッ
カ

ー
）
で
す
。
ト
ラ
ン
ク
に
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
装
着
し
、

ゆ
っ
く
り
持
ち
上
げ
る
だ
け
で
簡
単
に
重
さ
が
表

示
さ
れ
ま
す
。
5０
キ
ロ
グ
ラ
ム
ま
で
量
る
こ
と
が

で
き
、
価
格
は
１
９
９
５
円
で
す
。
ま
た
、
マ
ッ

キ
ー
ノ
ブ
ラ
ン
ド
の
あ
ら
た
な
調
理
器
具
の
開
発

に
も
着
手
し
ま
し
た
。

　
「
輸
入
商
品
で
あ
れ
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
生
産

委
託
品
で
あ
れ
、
高
い
品
質
を
維
持
し
て
正
し
い

商
売
に
努
め
て
い
る
」
と
牧
野
氏
。
設
立
22
年
目

を
迎
え
た
今
年
、
マ
キ
ノ
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
は
大

き
な
飛
躍
を
遂
げ
、
東
京
・
青
山
へ
の
Ｊ
ｏ
ｓ

ｅ
ｐ
ｈ　

Ｊ
ｏ
ｓ
ｅ
ｐ
ｈ　

Ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｅ
の
オ

ー
プ
ン
、
２
０
１
１
年
９
月
に
大
阪
支
店
開
設
、

２
０
１
２
年
９
月
に
滋
賀
県
米
原
市
へ
の
配
送
セ

ン
タ
ー
の
移
転
な
ど
大
き
い
事
業
が
相
次
い
で
い

ま
す
。
１１
月
に
は
相
模
原
市
中
央
区
淵
野
辺
３
︲

９
︲
１7　

２
Ｆ
に
店
舗
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
、
地
域

の
人
と
の
つ
な
が
り
を
強
め
て
い
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
画
期
的
な
事
業
は
、「
短
期
的
な
利

益
を
優
先
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
長
い
タ
イ
ム
ス

パ
ン
で
商
売
を
考
え
、
品
質
に
裏
付
け
ら
れ
た
ブ

ラ
ン
ド
を
創
っ
て
い
く
の
が
当
社
の
戦
略
」
と
い

う
牧
野
社
長
の
経
営
観
と
将
来
構
想
に
基
づ
く
も

の
で
す
が
、
牧
野
氏
は
そ
の
構
想
を
描
く
ま
で
の

過
程
を
「
死
ぬ
ほ
ど
考
え
る
」
と
表
現
し
ま
す
。

　

勢
い
あ
ふ
れ
る
事
業
展
開
で
ま
す
ま
す
の
発
展

が
期
待
さ
れ
る
マ
キ
ノ
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
社
。
こ

れ
か
ら
も
高
品
質
で
多
彩
な
商
品
を
提
案
し
、
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
高
め
て
い
く
考
え
で
す
。

㈱
マ
キ
ノ
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ

欧
米
雑
貨
の
輸
入
・
販
売
＆

�

自
社
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
開
発

輸
入
キ
ッ
チ
ン
用
品
の
卸
売
り
で
躍
進
し

�

東
京
・
青
山
、淵
野
辺
に
直
営
店

Joseph�Joseph�Store�青山店

相模原市中央区鹿沼台1︲９︲15
プロミティふちのべビル6Ｆ

☎�042︲76９︲2８02
URL：http://www.makinotrading.co.jp
Joseph Joseph Store 青山店
東京都港区北青山1︲4︲7
☎�03︲57８5︲152９

多彩な商品を一堂に展示する
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近未来研／青年部／青工研 アクティブ５

Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
５　
内
部
団
体
ト
ピ
ッ
ク
ス

　

近
未
来
技
術
研
究
会
（
西
澤
勇
司
会
長
）
で
は

１０
月
６
日
～
９
日
ま
で
、
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
地
域

へ
の
海
外
研
修
を
実
施
し
、
会
員
１8
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

一
行
は
、
日
系
企
業
が
多
数
進
出
し
て
い
る
ア

マ
タ
ナ
コ
ー
ン
工
業
団
地
（
バ
ン
コ
ク
か
ら
南
東

に
6０
㎞
圏
内
）
内
に
進
出
さ
れ
て
い
る
東
京
濾
器

㈱
（
本
社
：
横
浜
市
）
と
臼
井
国
際
産
業
㈱
（
本

社
：
静
岡
県
駿
東
郡
清
水
町
）
の
現
地
工
場
を
視

察
し
、
世
界
市
場
の
動
向
に
対
応
す
る
た
め
積
極

的
に
海
外
展
開
を
果
た
さ
れ
て
い
る
企
業
の
実
情

を
肌
で
実
感
し
て
き
ま
し
た
。

　

タ
イ
は
、
高
度
な
イ
ン
フ
ラ
設
備
・
産
業
集
積

工
場
地
帯
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
製
造
業
を
中
心
に

多
く
の
日
系
企
業
が
進
出
し
て
お
り
、
相
模
原
市

内
の
企
業
も
進
出
し
て
い
ま
す
。
タ
イ
は
、
親
日

的
で
あ
り
、
ア
ジ

ア
市
場
の
成
長
を

自
社
に
取
り
込
も

う
と
す
る
企
業
に

と
っ
て
は
魅
力
あ

る
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

今
回
視
察
し
た

２
社
と
も
に
、
日

本
と
タ
イ
と
の
国

民
性
の
違
い
か
ら

　

青
年
部
（
長
谷
川
光
明
会
長
）
で
は
１０
月
１３
日
、

県
下
商
工
会
議
所
青
年
部
交
流
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
＆
懇
親
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
も
と
、
会
場
と
な

っ
た
新
戸
ス
ポ
ー
ツ
広
場
に
7０
名
を
超
え
る
県
下

青
年
部
員
が
集
結
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
に
行
わ
れ
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
は
、

日
頃
の
青
年
部
活
動
で
培
っ
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が

発
揮
さ
れ
、
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
な
ど
が
随
所
に
見

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
主
催
者
で
あ
る
当
商

生
ま
れ
る
雇
用

問
題
・
労
務
課

題
に
は
神
経
を

使
わ
れ
て
お
り
、

タ
イ
の
国
民
性

に
適
合
し
た
業

務
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
て
い
く

こ
と
が
、
タ
イ

へ
の
進
出
の
鍵

で
あ
る
と
、
詳

細
な
事
例
、
ま
た
工
場
見
学
を
通
じ
て
、
ご
説
明

い
た
だ
き
ま
し
た
。
海
外
進
出
に
強
い
関
心
を
持

つ
参
加
者
か
ら
は
、
数
多
く
の
質
疑
が
飛
び
交
う
、

熱
の
こ
も
っ
た
企
業
視
察
と
な
り
、
充
実
し
た
４

日
間
の
研
修
会
を
終
え
ま
し
た
。

工
会
議
所
青
年
部
チ
ー
ム
が
見
事
優
勝
し
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
行
わ
れ
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
も
、
引

き
続
き
多
く
の
県
下
青
年
部
員
が
参
加
し
、
和
や

か
に
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

　

長
谷
川
会
長
は
あ
い

さ
つ
で
、「
今
回
の
よ

う
な
息
抜
き
の
事
業
も

時
に
は
大
切
。
青
空
の

も
と
英
気
を
養
い
、
今

後
の
事
業
に
精
力
的
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
し

ょ
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

タ
イ
へ
の
海
外
研
修
を
実
施

�

日
系
企
業
工
場
を
視
察

近未来研

県
下
商
工
会
議
所
青
年
部
と
の
交
流
事
業

「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
＆

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」を
開
催
! !

青年部

　

相
模
原
市
青
年
工
業
経
営
研
究
会
（
吉
田
英
訓

会
長
）
で
は
、
１０
月
25
日
～
28
日
ま
で
、
海
外
視

察
例
会
第
１
部
（
実
行
委
員
長　

秋
山
直
樹　

新

光
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）
と
し

て
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
通
用
す
る

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を

考
え
な
が
ら
、
様
々
な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
包
装
材
料
の
緩
衝
設
計
な
ど
を
手

掛
け
る
カ
ネ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
フ
ィ
リ
ピ
ン
社
を
訪
問

し
、
事
業
説
明
と
工
場
見
学
を
通
し
て
、
ビ
ジ
ネ

ス
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の

後
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
・
マ
ニ
ラ
事
務
所
か
ら
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
経
済
状
況
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
を
受
け

た
後
、
夕
食
会
を
開
催
し
食
文
化
に
も
触
れ
な
が

ら
情
報
交
換

を
行
い
、
交

流
を
深
め
ま

し
た
。

　

２
日
目
は
、

精
密
部
品
の

テ
ス
ト
を
行

う
Ａ
Ｅ
Ｉ
社

と
建
設
用
コ

ン
ク
リ
ー
ト

製
品
を
扱
う

Ｏ
ｕ
ｒ
Ｏ
ｋ
ｕ
社
の
２
社
を
視
察
し
ま
し
た
。
生

産
現
場
を
見
学
し
、
精
密
部
品
を
手
作
業
で
組
み

立
て
る
従
業
員
の
ス
キ
ル
の
高
さ
や
勤
勉
な
作
業

手
順
と
礼
儀
正
し
い
態
度
に
と
て
も
感
銘
を
受
け

ま
し
た
。

　

３
日
目
は
、
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
フ
ィ
リ
ピ
ン

各
地
を
訪
れ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
経
済
状
況
を
肌
で

感
じ
ま
し
た
。
会
員
ら
は
今
回
の
海
外
視
察
を
通

じ
て
、
異
文
化
に
触
れ
た
こ
と
で
新
た
な
視
野
が

広
が
り
、
経
営
者
と
し
て
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
秋
山
実
行
委
員
長
は
研
修
を
終
え
、

「
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
想
像
以
上
に
貧
富
の
差
が
と
て

も
激
し
い
事
を
感
じ
、
そ
ん
な
中
で
も
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
方
々
は
手
を
振
る
と
満
面
の
笑
み
で
皆
が

手
を
振
り
返
し
て
く
れ
る
、
そ
ん
な
日
本
に
少
し

不
足
が
ち
な
大
切
な
心
の
豊
か
さ
も
感
じ
取
る
事

が
出
来
ま
し
た
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
今
回
の
視
察
で
得
た
こ
と
を
反
映
さ

せ
な
が
ら
、
１１
月
28
日
の
第
２
部
の
発
表
会
に
向

け
て
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
行

き
ま
す
。

青工研

フ
ィ
リ
ピ
ン
視
察
で
視
野
を
広
げ
る
！

 

海
外
視
察
例
会
第
1
部打席に立つ関戸直前会長

東京濾器㈱タイ工場を視察した一行

臼井国際産業㈱タイ工場で

カネパッケージフィリピン社前で



15 相模原商工会議所［会報］11 月号

来
賓
に
迎
え
、
全
女
連
吉
川
会
長
等
の
挨
拶
の
後
、

北
九
州
商
工
会
議
所
女
性
会
深
町
会
長
か
ら
心
温

ま
る
歓
迎
の
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
北
九
州
商
工
会
議
所
会
頭　

㈱
安
川

電
機　

代
表
取
締
役
会
長
の
利
島
康
司
氏
に
よ
る

「
北
九
州
発
！
グ
ロ
ー
バ
ル
会
社
の
ロ
ボ
ッ
ト
会

長
奮
闘
記
」
と
題
し
た
記
念
講
演
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
次
回
開
催
地
で
あ
る
宮
城
県
商
工
会

議
所
女
性
会
連
合
会
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
継
続
的
な

復
興
支
援
の
思
い
と
と
も
に
、
来
年
９
月
の
全
国

大
会
で
の
再
会
を
約
束
し
合
い
、
大
会
は
盛
況
の

う
ち
に
閉
会
し
ま
し
た
。
ま
た
、
翌
日
に
は
、
長

崎
・
有
田
・
呼
子
な
ど
の
観
光
地
を
視
察
し
、
会

員
相
互
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
（
以
下
、
全

女
連
）
全
国
大
会
が
１０
月
５
日
、
西
日
本
総
合
展

示
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
44
回
目
を
迎
え
た
全
国
大
会
は
全
国

３
０
８
商
工
会
議
所
、
約
２
８
０
０
人
の
女
性
会

メ
ン
バ
ー
が
参

加
し
、
当
商
工

会
議
所
女
性
会

か
ら
は
５
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は

北
九
州
市
の
北

橋
市
長
な
ど
を

女性会／都産研／県信用保証協会アクティブ５

～
夢
と
未
来
に
向
け
て
～

�

か
な
が
わ
の
中
小
企
業
を
応
援
し
ま
す
！

 

神
奈
川
県
信
用
保
証
協
会

●
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
５
号
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
１１
月
１
日
か
ら
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証

５
号
の
指
定
業
種
が
見
直
さ
れ
、
引
き
続
き
６
８
６
業

種
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
５
号
の
ポ
イ
ン
ト

　

・
一
般
保
証
と
は
別
枠

　

・
信
用
保
証
料
率
は
一
律
年
１
・
０
％

　

・
保
証
期
間
は
運
転
資
金
も
最
長
１０
年

※ 

市
町
村
長
が
交
付
す
る
認
定
書
（
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
５
号
要
件
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
認
定
取
得
が
融
資
や
保
証
の
決
定
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

審
査
の
結
果
、
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
お
詫
び
と
訂
正

　

平
成
24
年
１０
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
記
事
に

一
部
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
５
号
に
つ
い
て
「
ソ

フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
措
置
と
し
て
、
認
定
要
件

に
つ
い
て
売
上
高
等
に
関
し
て
一
層
緩
和
し
た

基
準
が
適
用
さ
れ
ま
す
。」
と
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
が
、
正
し
く
は
「
認
定
要
件
」
で
は
な
く
「
業

種
指
定
の
基
準
」
の
誤
り
で
し
た
。

　

こ
こ
に
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

神
奈
川
県
信
用
保
証
協
会　

相
模
原
支
所

　

☎ 

０
４
２
︲
７
５
２
︲
０
５
７
５

　

http://www.cgc-kanagawa.or.jp

全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

北
九
州
全
国
大
会
に
参
加

女性会

北九州全国大会会場前で

　

都
市
産
業
研
究
会
（
中
嶋
幸
夫
会
長
）
で
は
１０

月
１０
日
、
相
模
原
の
知
名
度
ア
ッ
プ
で
地
域
活
性

化
を
は
か
る
「
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
‐
Ｋ
Ｎ
Ｏ
Ｗ
Ｎ　

Ｃ
Ｉ

Ｔ
Ｙ
の
実
現
を
目
指
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
定
例
会

を
開
催
し
、
会
員
１３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
同
じ
テ
ー
マ
で
議
論
を
し
た
６
月

定
例
会
の
意
見
を
踏
ま
え
、「
ハ
イ
コ
ン
セ
プ
ト
・

ハ
イ
タ
ッ
チ
」
な
相
模
原
に
し
か
な
い
価
値
を
情

報
発
信
す
る
た
め
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
員
か
ら
は
、
市
内
に
多
数
あ
る
イ
ベ
ン
ト
や

「
て
る
て
姫
物
語
」
の
活
用
、
評
判
の
良
い
お
も

て
な
し
の
仕
組
み
の
向
上
と
い
っ
た
意
見
等
が
あ

り
、
何
か
相
模
原
の
代
名
詞
と
な
る
戦
略
や
ス
ト

ー
リ
ー
が
し
っ
か
り
と
構
築
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
が

必
要
で
あ
る
と
い
う
共
通
の
認
識
が
浮
か
び
上
が

り
ま
し
た
。

　

議
論
の
中
で
中
嶋
会
長
は
、「
行
政
の
シ
テ
ィ

セ
ー
ル
ス
と
は

別
に
、
民
間
の

産
業
人
と
し
て

知
名
度
の
ア
ッ

プ
ス
ト
ー
リ
ー

を
練
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
当
研

究
会
の
役
割
を

強
調
し
ま
し
た
。

「
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
‐
Ｋ
Ｎ
Ｏ
Ｗ
Ｎ

Ｃ　

Ｉ　

Ｔ　

Ｙ
の
実
現
を
目
指
し
て
」

報
告
及
び
検
討
会�

１３
名
が
参
加

都産研

10　月
定例会

相模原の知名度UP戦略を練る
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配布開始日
11月28日㈬より

配布・問い合わせ先： 共済検定課　☎ 042-753-8134
 南　支　所　☎ 042-746-3619

これは
便利！

予定管理に最適、お役立ち情報も満載

を無料配布します。部数に限りがありますのでお早めにお求め下さい。

共済・各種保険ガイド＆ビジネスノート2013

　

当
商
工
会
議
所
で
は
１０
月
１5
日
、
会
員
親
睦
チ

ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会（
㈳
相
模
原
法
人
会
共
催
）

を
相
模
原
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
開
催
し
、
１
６
４
名

が
プ
レ
ー
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
相
模
原
法
人
会
と
連
携
し
、
東

日
本
大
震
災
の
被
災
地
と
、
地
域
福
祉
へ
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
及
び
会
員
相
互
の
交
流
や
親
睦
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
、
今
年
で
１０
回
目
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　

プ
レ
ー
後
に
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、
各
賞
の

発
表
を
行
い
、
今
年
も
多
く
の
協
賛
企
業
か
ら
頂

い
た
賞
品
が
各
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
参
加
者
か
ら
頂
い
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金

は
、
相
模
原
市
頑
張
れ
大
船
渡
銀
河
連
邦
応
援
金
、

社
会
福
祉
法
人
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
す
る
予

定
で
す
。

会
員
親
睦
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

 

法
人
会・商
工
会
議
所
合
わ
せ
て
１6４
名
が
参
加表彰式で歓談する参加者

　

１１
月
１2
日
・
１３
日
１7
時
よ
り
「
東
林
間
ち
ょ
い

呑
み
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
チ
ケ
ッ
ト
を
利
用
し
て
複
数
の

飲
食
店
を
食
べ
歩
き
、
飲
み
歩
き
で
き
る
も
の
で

す
。
こ
う
し
た
は
し
ご
酒
イ
ベ
ン
ト
は
、
全
国
各

地
で
開
催
さ
れ
、
人
気
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
お

り
、
今
回
相
模
原
市
内
で
は
東
林
間
地
域
が
初
め

て
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

参
加
店
舗
は
東
林
間

駅
周
辺
の
2３
店
舗
で
、

各
店
と
も
趣
向
を
凝
ら

し
た
「
ち
ょ
い
呑
み

セ
ッ
ト
（
料
理+

飲
み

物
）」
を
用
意
し
て
い

ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員

長
の
鎌
田
氏
（
マ
イ

ク
ス
東
林
間
店
）
は
「（
東
林
間
を
き
っ
か
け
に
）

今
後
は
相
模
原
全
体
に
広
げ
、
将
来
的
に
は
県
下

一
斉
ち
ょ
い
呑
み
も
…
」
と
語
り
意
欲
的
で
す
。

　

チ
ケ
ッ
ト
は
３
枚
２
５
０
０
円
。
各
参
加
店
舗

で
限
定
販
売
中
。
当
日
券
は
余
裕
が
あ
る
場
合
に

限
り
、
東
林
間
駅
西
口
前
イ
ベ
ン
ト
本
部
（
メ
ガ

ネ
ク
ラ
ブ
前
）
で
販
売
予
定
。
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
に
て
。

お
問
い
合
わ
せ
先

東
林
間
ち
ょ
い
呑
み
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

☎ 

０
８
０
︲
５
６
５
２
︲
７
８
５
９

☎ 

０
９
０
︲
４
８
３
９
︲
４
４
７
３

http://www.higashirinkan-choinom
i.com

/

「
ち
ょ
い
呑
み
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」開
催

11
月
12・13
日
東
林
間
で
は
し
ご
酒

各店自慢のちょい呑みメニューが揃う

　

多
く
の
市
民
の
皆
様
に
商
工
会
議
所
が
取
り
組

む
事
業
活
動
等
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、「
さ
が
み
は

ら
商
工
会
議
所
会
報
市
民
版
（
タ
ブ
ロ
イ
ド
判

　

カ
ラ
ー
４
ペ
ー
ジ
）」
を
発
行
し
ま
す
。
１１
月

29
日
の
朝
刊
６
紙
（
朝
日
、
産
経
、
毎
日
、
読
売
、

日
経
、
神
奈
川
）
の
各
新
聞
（
当
商
工
会
議
所
管

内
）
に
折
り
込
み
い
た
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
１2

月
号
会
報
の
発
行
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
承

知
お
き
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
旧
津
久
井
郡
及
び
相
模
原
市
以
外
の
会

員
事
業
所
に
は
、
市
民
版
を
ご
郵
送
い
た
し
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課

☎ 

０
４
２
︲
７
５
３
︲
８
１
３
１

商
工
会
議
所
を
市
民
に
広
く
Ｐ
Ｒ

さ
が
み
は
ら

商
工
会
議
所

会
報
市
民
版
を

 

発
行
し
ま
す

欠員の 1号議員が決定
　欠員でした第14期 1 号議員が次
のとおり決まりました。
　議員の在任期間は、平成24年11
月1日から平成25年10月３1日までと
なります。

　企　業　名　旭フォークリフト株式会社
　職務執行者　取締役営業部長　横江 利夫 氏
　所　在　地　相模原市中央区田名29３1-4
　所 属 部 会　工業部会
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マルケイ融資
（利子補給実施中）

利　　率
（11月１日現在）

1.75％

実質利率
（当初24ヵ月間）

0.525％

※ 更に現在、設備資金は当初24カ月間、利率が0.5％低減されます。

　マルケイ融資の貸付金利70%が当初24カ月間、相模原市より
補給されております。
　マルケイ融資は当商工会議所の推薦により、無担保・無保証
人で低利融資が受けられる小規模事業者向け日本政策金融公庫
の公的融資制度です。
　事業資金のご相談の際は是非、お問い合わせ下さい。

※詳細は本紙折込チラシをご覧下さい。
お問い合わせ：経営支援課　☎ 042-753-8135

年末事業資金にご利用下さい

新会員紹介／マルケイ融資インフォメーション

新会員紹介
※事業所のご希望により掲載していない場合もあります。

（平成24年9月1日〜9月26日）

部　会 事業所名 代表者名 住　　所 電話番号 事業内容

商 業 Ｆ Ｘ Ｃ ㈱
淵野辺教育訓練センター 長谷川 雅章 中央区鹿沼台1-9-15

プロミティふちのべビル1階 050-３657-5864 イーサネットスイッチの販売、
パソコンスクール運営他

商 業 シ ナ リ ー フ ラ ッ シ ュ 田牧　正徳 南区相南1-24　4-507 042-744-1717 科学物質無添加化粧品、ヘアケア
商品販売

商 業 ㈱スペース・エフ・クルー ワークマン
多摩ニュータウン通り店 藤田　英明 緑区橋本5-5-8 042-３7３-1055 作業服、ユニフォーム、作業用品

の販売

工 業 ㈱イー・アンド・エーシステムズ 佐竹　義健 南区南台5-12-11 042-701-0017 気化式加湿器・冷却器の製造販売
及び応用製品

工 業 ス テ ラ 技 研 ㈱ 林　　健治 緑区西橋本5-4-21 SIC内 042-78３-42３5 壁面走行ロボット研究開発

工 業 土 田 製 作 所 土田　昭夫 南区古淵３-6-10 042-752-0626 機械加工業

サービス業 Ｍ sty le  d in ing . 英 佐藤　英貴 中央区中央4-5-6
グローバルビル1F 042-810-0880 寿司、串焼、串揚

サービス業 O F F I C E  G L O B A L 樋口　晶子 南区上鶴間本町6-15-３ 042-854-３800 ネットショップ運営

サービス業 近藤土地家屋調査士事務所 近藤　幸久 南区東林間8-22-4３ 042-749-7270 不動産表示登記申請手続・測量

サービス業 行 政 書 士
相 模 中 央 法 務 事 務 所 桑原　裕介 中央区中央1-6-2-1 042-755-5614 行政書士業

サービス業 ㈱　Ｄ Ｅ Ｒ Ａ Ｕ Ｍ Ａ 吉田　英訓 中央区下九沢58-1 042-779-6718 商業施設内における飲食事業
（鉄板、スイーツ）

サービス業 ㈲　達　　　　　　　栄 金森　達美 中央区中央2-３-16 042-620-1590 ラーメン専門店

サービス業 一 般 社 団 法 人
東 京 環 境 経 営 研 究 所 松浦　徹也 南区鵜野森1-３0-３-206 050-３156-7649 中小企業の経営改善、改革支援

サービス業 東 京 き も の 総 合 学 院
相 模 大 野 校 新井　一仁 南区相模大野３-18-10

アリスビル5F 042-740-6700 呉服の着付指導

サービス業 ＮＰＯ法人　ともに会 長岡　利明 南区相模大野6-7-2 042-705-4３86 障害福祉サービス事業所

サービス業 ビューティサロン香里奈 小木曽 容子 緑区大島３071 042-761-9888 美容室

建 設 業 ㈲　牧 　 山 　 商 　 事 牧山　喜偉 南区松が枝町17-15-605 042-744-9517 建設業、産業廃棄物収集・運搬業

建 設 業 プ ロ ト ワ ン 赤熊　正宗 中央区上溝1-8-11 042-71３-1218 浴室内装業

会員登録変更のお知らせ ※事業所のご希望により掲載していない会員もあります。

部　会 事業所名 変更事項 変更後 変更前

商　 業 ㈱健美研究所 電話番号 042-769-1800 080-2110-３959
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はやぶさの故郷　潤水都市さがみはらフェスタ2012 インフォメーション

� ご紹介いただける事業所がございましたらご連絡をお願い致します。
� 連絡先　☎�042‒753‒8131（総務課）会員増強展開中


